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西日本区強調活動 

5 月 

LT 

リーダーシップなくして 

リーダーに非ず！ 

 

５月の例会 

５月第 1 例会 5 月１０日（火）１９：００～ 

  キッピーモール６Ｆ 会議室 

  ドライバー 杉村 肇 

 開会点鐘    会長 安行 英文 

 ワイズソング      一  同 

 聖書・お祈り 

 講師紹介   加藤   晴之氏 

   元姫路医療センター臨床検査技師  

サプリメントアドバイザー 

 会食 

 『講演』 血液検査の本当の見方➡ 

あなたはどっち病気？健康？ 

 会長報告 

 ＹＭＣＡ報告 

 閉会点鐘    会長 安行 英文 

    

 

  

 

 

   

   

今後の予定 

 

今後の予定 

 

 5 月第 2 例会 5 月 24 日(火) １９：００～ 

  キッピーモール６Ｆ 会議室 

 

 6 月第 1 例会 6 月 14 日(火) １９：００～ 

  キッピーモール６Ｆ 会議室 

 

 かるがも園夏祭り支援 7 月 9 日(土) 

  ✦さんだクラブキックオフ例会 

  ✦新入リーダー歓迎会 

  ✦直前役員感謝会 

 

 

 

 

さんだワイズメンズクラブ 

〒669-1545 

三田市高次２－４－３８ 

   三田ＹＭＣＡ内 

会長主題：『ワイズを高めよ、思いを尽くし熱意を尽くし』 

』 

No.23-11  Mayl  2016 

 

 

 
国 際 主 題：『信念あるミッション（使命・目標）、

恵みを数えよう』 

アジア主題：『愛をもって、奉仕しよう』 

       『まず自分から始めよう』 

西日本区主題：『あなたなら！きっとできる』 

       『生きる、いなやかに、さわやかに』 

六甲部主題：『「YMCA と共に」次世代を育み、 

地域に仕える』 

 

』 

 

会 長：安行 英文 

副 会 長：杉村 肇 

書 記：松本 美耶子 

会 計：杉村 肇 

ファンド：松本 文男 

連絡主事：清水 孝一 

ブリテン：安行 英文 松本 文男 

 

 

今月の聖句 

「主において常に喜びなさい。重ねて言いま

す。喜びなさい。あなたがたの広い心がすべて

の人に知られるようになさい。主はすぐ近くに

おられます。」 

   フィリピの信徒への手紙４章４節～５節 

 

 

 

「主において常に喜びなさい。重ねて言いま

す。喜びなさい。あなたがたの広い心がすべて

の人に知られるようになさい。主はすぐ近くに

おられます。」 

フィリピの信徒への手紙４章４節～５節 

４月のデータ（在籍者 ８名） 

 出席７名 出席率 87.5％ 
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4 月第 1 例会（お花見）報告 

齊藤 靖 

 

4 月 5 日（火）満開の桜に出迎えられ、篠山

にてお花見例会がもたれました。 

第一部は、日本キリスト教団篠山教会をお

借りして、今後の例会を充実させるための打

ち合わせが持たれました。 

第二部は、「お花見」。ベストスポットは、今

年も篠山市役所 3 階の市長室のテラス！こ

の桜の時期は市長室が一般開放されている

お陰で、桜の名所で知られる篠山城跡を眺望

することができます。昨年も同じ場所から眺

めましたが、まったく違う風景に感激！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後も、散策しながら、満開のさくらを楽

しみました。 

第三部は、昼食。「大正ロマン館ろまんてい」

にて歓談をしながら、篠山ならではの料理に

舌鼓。ここで蓄えたエネルギーがこれからの

ワイズ活動・運動の力になりますように！ 

 

 

 

 

 

 

 

今回も、杉村メンのコーディネイトのお陰で、

楽しく有意義な時が与えられました。ありが

とうございました。参加は、安行英文メン、安

行暁子メン、松本文男メン、杉村メン、清水メ

ン、齊藤メンでした。これからも新たな出会い

を大切にし、活気をさらに強くしていきたい

と願います。 

 

 

 

 

 

 

 

4 月第 2例会報告 

≪岡 葉月さん タイワークキャンプ報告≫ 
去る３月２１日から１０日間の日程で今年ワイ

ズメンズクラブが支援するこのプログラムに

さんだから岡リーダーが派遣され、４月例会

で報告が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 今回のテーマは「地球環境を考える」とい

うテーマで、現地で様々な環境に対する意

識を喚起するプログラムだったと話されまし

た。普段はそんなことすら考えたこともない、

あるいは漠然とした意識は持っているのだ

が、今回初めて真剣にこのことについて取り

組む意識が確認できたと話されていました。 

 また、このプログラムでタイ、ミャンマー、

ラオスなどの国からきた青年リーダーたちと

の交流は、新たな人間関係を築くことができ、

自分の視野が広まったこと、教師になろうと

する自分にもっと英語がコミュニケーション

のツールとして大変重要なことだと報告さ

れていました。体調的には大丈夫で食事も全

て平らげてしまったと心強い一面をも報告さ

れていました。       (安行 英文) 


